
50 みなときっずなび—家庭で大切にしたいことハンドブック

　通園の道すがら、子どもと一緒にアリやダンゴムシ、セ
ミの抜け殻やチョウの幼虫、オタマジャクシを探すなど、
四季折々の自然に関わる機会も多いのではないでしょう
か。見付けたカタツムリをご家庭でも飼育してみましょう。

　身近な生き物を家庭で飼育することは、生き物への興味や関心をもつことにつながります。
　生き物の世話は、命の大切さを学ぶ機会にもなります。そして様々な変化に気付き、親子で
関心を寄せることで、会話も膨らむでしょう。

コラム

・飼育容器…飼育ケースや透明の容器
・小枝や落ち葉、石など

・キャベツやニンジンなどの野菜を与えましょう。
・他にも何をよく食べるか観察してみましょう。
・卵の殻の成分はカタツムリの殻の栄養になります。
　＊赤ちゃんカタツムリには、柔らかい葉の野菜を与えましょう。

・風のよく通る日陰に飼育ケースを置きます。
・湿り気を保つようにしましょう。
　（こまめに霧吹きで水をかけましょう）
・飼育ケースの中の餌の食べ残しやフンは取り除き、

いつもきれいにしておきましょう。
・カタツムリをさわった後は必ず、手を洗いましょう。

　幼虫から飼育す
るときは、どのよ
うに飼育するのか、
調べてみるとよい
でしょう。

　ダンゴムシは雑食
なので、なんでも食べ
ます。ダンゴムシの好
みを観察してみるのも
おもしろいですね。

準備するもの

え　さ

飼い方

他に家庭で飼育できそうなもの

虫の飼い方～カタツムリを飼ってみよう～

　カタツムリはいろいろ
な色のフンをします。そ
れは餌と関係があるよ
うです。一緒に観察した
り、図鑑などで調べたり
してみましょう。

カタツムリ 豆知識

カブトムシ ダンゴムシ




